
 
 

立教学院チャペルコンサート 

Chapel Concert 

「聖歌によるオルガン作品」 
 

2026 年 1 月 10 日（土） 開場 13:00 開演 13:30 

立教学院諸聖徒礼拝堂 
 

 オルガン キム・ジソン 
 
 

Fantasie und Doppelfuge für Orgel Op. 28    Hans Fährmann (1860-1940) 

(Ein Feste Burg ist Unser Gott)              ハンス・フェールマン 

「神はわがやぐら」幻想曲と二重フーガ 

 

Variations on “Amazing Grace”          Arthur Wills (1926-2020) 

「アメージング・グレース」による変奏曲            アーサー・ウィルズ 

 

Shall We Gather at the River - Fantasia       William Bolcom (b. 1938) 

幻想曲「まもなく彼方の川で」                ウィリアム・ボルコム 

 

Lonely the Boat               Michael Burkhardt (b. 1957) 

孤独な舟《バルボア・パーク・オルガン組曲》より      マイケル・バークハート 

 

Variations on Two Themes              Naji Hakim (b. 1955) 

二つの主題による変奏曲                       ナジ・ハキム 

 

Sonata No.5 in A Major, Op. 159 “Quasi una Fantasia” 

ソナタ 第５番 イ長調 ～幻想曲風に 

Charles Villiers Stanford (1852-1924) 

                    チャールズ・ヴィリアーズ・スタンフォード 

 Ⅰ. Allegro moderato アレグロ・モデラート 

 Ⅱ. Allegretto non troppo mosso アレグレット・ノン・トロッポ・モッソ 

 Ⅲ. Allegro アレグロ 

 

 

 

 

 

 

 

主催：立教学院 

※会場内での飲食・撮影・録音はご遠慮ください。 
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「聖歌によるオルガン作品」 

プログラム・ノート                                   金 智聲 

 

「神はわがやぐら」幻想曲と二重フーガ ハンス・フェールマン（1860–1940） 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハンス・フェールマンは、ドイツ後期ロマン派の伝統に根ざしたオルガニスト・作曲家であり、特にルター

派 の コラールに基づくオルガン作品において卓越した対位法と形式を示した人物である。ドイツ教会音楽

の伝統を継承しつつ、コラール幻想曲やフーガ形式に深い関心を寄せ、神学的意味と音楽構造を緊密に

結びつける作曲家として評価されている。彼の音楽は和声的にはロマン派の語法を用いながらも、形式面

ではバロック的な厳格さを保持している点に特徴がある。 

“Fantasie und Doppelfuge für Orgel Op.28”は、マルティン・ルター自らが作曲した代表的な宗教

改革のコラール“Ein feste Burg ist unser Gott”を主題とした大規模なオルガン曲である。本作は幻想

曲（Fantasie）と二重フーガ（Doppelfuge）の二部で構成され、コラールの旋律が持つ神学的・象徴的

意味を音楽的に最大限に引き出している。幻想曲部分では、コラール旋律が荘重かつ劇的な和声の中で

自由に変容され、「堅固な信仰」という城塞のイメージが力強く描かれている。続く二重フーガでは、二つの

主題が緻密な対位法によって結合され、秩序と緊張、そして最終的な勝利への確信が音楽的に表現される。

特にフーガにおける段階的な音響の拡大は宗教改革信仰の広がりと不動性を象徴的に示している。本作

は、ドイツ・ルター派オルガン音楽の伝統の精髄を示す作品であり、華麗な技巧よりも構造的完成度と信仰

告白的性格が際立っており、宗教改革を主題とするオルガン・レパートリーの中でも、その規模と精神的深

度の点で重要な位置を占めている。 
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「アメージング・グレース」による変奏曲 アーサー・ウィルズ (1926–2020) 

      

 

 

 

 

 

 

 

アーサー・ウィルズは、英国を代表するオルガニスト・作曲家であり、長年にわたりイーリー大聖堂のオル

ガニストとして活躍し、英国国教会の伝統における教会音楽およびオルガン音楽の発展に大きく貢献した

音 楽 家 である。演奏家としてのみならず教育者としても影響力が大きく、即興演奏と伝統的な形式感覚に

基づく作曲において、均衡の取れた音楽世界を示している。彼の作品は、明確な構造、節度ある現代的語

法、そして典礼的感受性が調和している点に特徴がある。 

本作は、世界で最も広く愛されている賛美歌の一つである“Amazing Grace”の旋律に基づくオルガン

変奏曲であり、ウィルズはこの作品において、素朴で簡潔な賛美歌旋律を多様な音色、リズム、和声的変化

によって段階的に拡張し、賛美歌が持つ霊的 な 深みをオルガン音楽として説得力豊かに表現している。各

変奏は旋律の本質を損なうことなく異なる性格をもって展開され、瞑想的で内省的な雰囲気から、壮麗で

明るいクライマックスへと向かう。とりわけオルガンの多彩な音色対比と自然な流れは、賛美歌の告白的性

格と「恵み」のメッセージを強調している。本作は華麗な技巧よりも節度ある表現と構造的完成度を重んじ

礼拝的性格と演奏会用作品としての音楽的深みを併せ持つ作品として評価されており、英国国教会オルガ

ン音楽の伝統の中でも賛美歌を芸術的に再解釈した代表的な例として、信仰告白と音楽的省察が調和し

た作品である。 

 

幻想曲「まもなく彼方の川で」 ウィリアム・ボルコム （b. 1938–） 
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ウィリアム・ボルコムは、アメリカを代表する作曲家で、クラシック音楽、ジャズ、ラグタイム、ミュージカル、 

大衆音楽を自在に行き来しながら、独自の音楽世界を築き上げた。彼は学術的な現代音楽とアメリカ大衆

音楽の伝統との境界を打ち破り、「アメリカ的な音楽言語」を本格的な芸術音楽の領域へと引き上げた作

曲家として高く評価されている。とりわけ声楽曲、管弦楽曲、ピアノ作品に加え、教会音楽や賛美歌旋律に

基づく作品においても、深い音楽性と人間的な温かさを示している。 

”Shall We Gather at the River”はアメリカの福音讃美歌の中でも最も広く知られている賛美歌の一

つで、その旋律に基づくオルガン幻想曲であり、連作“Gospel Preludes”のうちの一曲である。ボルコム

は、親しみ深い賛美歌旋律を単に装飾するにとどまらず、自由な形式の中で旋律を変形・拡張し 、 即興的

で叙情的な音楽の流れを生み出している。幻想曲という形式にふさわしく、厳格な構造よりも自由な展開を

重んじ、静かで瞑想的な雰囲気の中に始まり、次第に深い情感と響きを積み重ねていく。ジャズ の 和声、ブ

ルース的な色彩、そしてアメリカ福音派の音楽特有の、人間的情緒が節度を持って溶け込み、賛美歌が持

つ「まもなく彼方の川で集わん」という終末論的な希望と慰めのメッセージを、現代的な感覚で再解釈して

いる。華麗な技巧よりも音色や雰囲気、叙情的表現に重点を置き、礼拝前奏としてのみならず演奏会用の

レパートリーとしても適した作品と評価されている。“Gospel Preludes”全曲と同様に、この作品はアメリ

カ教会音楽の伝統と現代音楽語法が自然に融合した代表的な例であり、賛美歌を通して信仰と人生の情

緒を深く伝える作品である。 

 

「孤独な舟」《バルボア・パーク・オルガン組曲》より マイケル・バークハート （b. 1957–） 

マイケル・バークハートは、アメリカのオルガニスト、作曲家、教育者であり、

とりわけ教会音楽および礼拝音楽の分野において幅広い影響を与えてきた

人物である。彼はアメリカ・ルター派の伝統を基盤に活動し、賛美歌の旋律や

典礼的要素を現代的な感覚で再解釈する点において卓越した能力を示して

いる。 そ の作品は、演奏者と会衆の双方を考慮した実用性と音楽的深みを兼

ね備え、明確な構造の中に叙情性と霊的省察を織り込んでいる点に特徴が

ある。 
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「孤独な舟」は、連作“The Balboa Park Organ Suite”の第1楽章であり、静謐で瞑想的な性格をも

つオルガン作品である。題名が示すように、本作は広い海の上にただ一艘浮かぶ小舟の情景を想起させ

人間の孤独、内面的な沈黙、そして霊的省察を音楽的に描き出している。Andante Tranquillo の指示ど

おり、落ち着きと節度をもった流れの中で展開され、簡潔な旋律、透明な和声、柔らかな音色の用い方が際

立っている。華麗な技巧や劇的な対比よりも、穏やかな波のように反復・変奏される音楽的身振りを通して

深い内的共鳴を生み出している点が印象的である。 

この曲では、韓国を代表する民謡「アリラン」の旋律と、讃美歌345番「真っ暗な夜、荒れ狂う風が吹くと

き」（作詞：Kim Hwal-ran、作曲：Lee Dong-hoon）の旋律が用いられ、美しく織り合わされている。これ

らの素材は、曲の瞑想的性格と霊的象徴性をいっそう深めている。このような表現は、演奏者に繊細なフレ

ージングと呼吸、そして音色選択における細心の配慮を要求する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本作は、礼拝における黙想や内省の場面にふさわしいだけでなく、演奏会においても聴衆に静かな集中

と省察の時間をもたらす作品として評価されている。バークハート特有の典礼的感受性と人間的叙情性が

よく表れた作品であり、現代アメリカのオルガン音楽が有する霊的深みと節制された美を示す代表的な一

例と言える。 

賛美歌の歌詞は次のとおりである。 

１ 暗い夜 荒々しい風が吹くとき  万頃蒼波 果てしない海に 

 孤独な一艘の舟が漂いゆく  ああ なんと危ういことか 

２ 嵐が恐ろしく吹き荒れ  怒れる大波が起こるとき 

 舟人はなすすべもなく  ああ なんと哀れなことか 

３ 絶望の中で 舟人は震えながらも  一筋の明るい光を見いだし   

 舟の中にも神が共におられると信じ  祈りをささげる 

4 父なる神よ この罪人を顧み  荒れ狂う嵐を静め   

 この哀れな人生を救いたまえ  ああ われらの神よ 
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二つの主題による変奏曲 ナジ・ハキム（b. 1955–） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナジ・ハキムはレバノン出身の作曲家・オルガニストであり、現代オルガン音楽界を代表する最も重要な

人物のひとりである。彼はオリヴィエ・メシアンの後継者として、パリのサント・トリニテ教会のオルガニストを

務め、フランス・オルガン音楽の系譜を受け継ぐと同時に、独創的な現代的語法を確立した。ハキムの音楽

は、フランス・オルガン音楽特有の華麗な音色感覚と精緻な対位法に加え、中東音楽に由来するリズムや

旋法的要素が融合している点に大きな特徴がある。彼は演奏家、即興演奏家、作曲家としていずれも卓越

した能力を備え、伝統と現代、信仰と芸術を自然に包摂する音楽世界を築き上げている。 

この曲は、二つの異なる賛美歌旋律”Old 100th”と“Donne Secours”を基にした変奏曲であり、ハキム

特有の知的でエネルギーに満ちた作曲技法が鮮明に示された作品である。二つの主題はそれぞれ固有の

性格と雰囲気を持ち、作品全体を通して、多様なリズム、和声、テクスチュアの変容によって絶えず再解釈さ

れていく。伝統的な変奏形式を踏まえつつ、不規則なリズム、強い推進力、対照的な音色配置によって現代

的な緊張感と躍動感を吹き込んでいる。 

     

 

 

 

 

 

 

 

各変奏は単なる装飾ではなく、主題の本質を深く探究する過程として機能し、時に瞑想的に、時に爆発的

なエネルギーをもって展開される。とりわけ複雑なリズム構造、対位法的進行、そしてオルガンの色彩を最大

限に生かした音響構成は、演奏者に高度な技巧と明確な構造把握を要求する。本作は、伝統的な変奏曲

の枠組みの中で現代オルガン音楽の可能性を拡張した作品であり、ハキムの音楽的個性と現代オルガン

音楽のダイナミズムを同時に示す重要なレパートリーである。 
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ソナタ第5番 イ長調           チャールズ・ヴィリアーズ・スタンフォード（1852–1924） 

スタンフォードはアイルランド生まれの作曲家・指揮者・教育者であり19

世紀末から20世紀初頭にかけて英国音楽ルネサンスを牽引した中心人物

のひとりである。ケンブリッジ大学およびロンドン王立音楽大学で長年教授

を務め、R. ヴォーン・ウィリアムズ、G. ホルスト、H. ハウエルズなど、英国

近現代音楽を代表する作曲家を育てた。スタンフォードはドイツ古典・ロマン

派の伝統、とりわけブラームスに見られる形式美と対位法的思考を基盤と

しつつ、 英 国 教会音楽および合唱の伝統を芸術的に昇華させた作曲家と

して評価されている。彼の音楽は、明確な構造、均衡の取れた形式、節度あ

るロマン的表現を特徴とする。 

本作は、彼が作曲した5曲のソナタのうち最後の作品であり、晩年に書かれている。スタンフォードのオル

ガン音楽が最も円熟した段階に達していることを示す作品である。副題”Quasi una Fantasia”が示すと

おり、本ソナタは伝統的なソナタ形式を踏まえながらも、自由で幻想的な性格を備え、形式的厳格さと即興

的な流れとが有機的に結びついている。賛美歌旋律”Engelberg”を素材とし、全3楽章から構成される本

作は、第1楽章において温和で品位ある主題展開によって明るく安定した雰囲気を提示し、第2楽章では

叙情的で内省的な性格が強調される。終楽章は活気あるリズムと明確な動機に基づいて力強く展開され、

作品全体を荘重かつ前向きなエネルギーで締めくくる。全体として和声は保守的でありながら豊かで、対

位法的処理や声部進行にスタンフォード特有の緻密な作曲技法が明確に示されている。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このソナタは、華麗な技巧よりも音楽的品格と構造的完成度を重視する作品であり、英国後期ロマン派

オルガン音楽の精髄を体現するものとして評価されている。演奏者には深い音楽的理解と均衡の取れた音

色感覚が求められ、英国のオルガン・レパートリーの中でも重要な位置を占める作品である。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

金 智聲  キム・ジソン Jisung Kim 

「五大陸・五人のオルガニスト」シリーズでアジア代表として演奏したキム・ジソンは、ヨーロッパ、

南北アメリカ、中東、オーストラリア、アフリカ、アジアを含む世界 75 か国で 1,500 回以上の演奏を

行っている。 

5 歳の時に母からピアノを学び始め、13 歳でオルガンを始め、18 歳で初のオルガン・リサイタルを

開催した。牧師である父の影響を受け、ソウル神学大学で教会音楽とオルガンを専攻した。大学 4年

時にドイツ・ケルン国立音楽大学オルガン科に合格し、カール・リヒターとマルセル・デュプレの弟子であ

るヴィクトル・ルーカス氏にオルガンを、ヴォルフガング・シュトックマイアー氏とゴットハルト・ゲーバー氏

に即興演奏・通奏低音・フーガを、ヘルマン・J・ブッシュ氏にオルガン構造学・文献学・教授法を、

ユーゲン・グラウス氏にピアノ歌曲伴奏を学んだ。審査員全員一致の満点でディプロム課程を修了

し、さらに最高演奏家課程（コンツェルト・エグザーメン）も韓国人として初めて満点で卒業した。 

その卓越した演奏力が認められ、1994年にケルン・フィルハーモニーでヨーロッパ・デビューを果たし、

翌 1995 年にはドイツ・バッハ音楽財団の奨学金を授与された。その後フランスに渡り、ミシェル・シャピュイ

に古典音楽を、ジャン・ギユーとナジ・ハキムに音楽分析・即興演奏・フランス音楽を学んだ。 

29 歳という若さで 12 回のリサイタルを通してバッハのオルガン全作品（284 曲）を演奏。その後、

2006 年にはモーツァルトのオルガン作品全集、2007 年にはブクステフーデのオルガン作品全集（92

曲）のツアーコンサートを韓国 6 都市で開催した。2008 年にはソウル神学大学教会音楽研究所の招

きで、わずか 2 週間の間に 6 回のリサイタルでオリヴィエ・メシアンの全作品を演奏した。2009 年に

はソウル文化財団の支援を受け、ヘンデルの16曲のオルガン協奏曲を自らの指揮と独奏で演奏した。

さらにクープラン、ブルーンス、リューベック、リスト、メンデルスゾーン、ブラームス、フランク、シューマン、

ギルマン、デュボワ、サン＝サーンスなどのオルガン作品全集も演奏している。 

また、オルガンとバレエ、映画、影絵、ヴァイオリン、舞踊とのコラボレーション、オルガン・デュオや

「オルガン・プラス」など、独創的なアイデアを通して多くの聴衆をオルガン音楽の世界へ導き続けて

いる。さらに、韓国作曲家の作品を含む多くの新作の初演を手がけ、新しい作品の紹介にも力を注い

でいる。自身の作曲や編曲作品も多くの演奏家により取り上げられており、即興演奏家としても活躍

している。 

1997年にソウルレコードからドイツでのリサイタル・ライブ録音アルバムを発表して以来、4枚のソロ・

アルバムを録音、イギリスの指揮者ポール・スパイサーとともにブリテンおよびドヴォルザークの合唱

曲を含む約 20枚の録音に参加している。 

オルガン協奏曲のソリストとしては、ドイツのケルン・オーケストラ、日本のテレマン・オーケストラ、

パナマ国立オーケストラ、さらに韓国国内では KBS 交響楽団、ソウル市響、富川市響、仁川市響、

蔚山市響、コリアン・フィルハーモニー、コリアン・チェンバー、プライム・オーケストラなどと共演している。

また、国立合唱団やソウル、富川、高陽、晋州、清州、原州、瑞山、釜山市立合唱団とも共演している。 

ドイツ、ルクセンブルク、日本、ロシアなどの国際オルガンコンクールで審査員を務め、ドイツおよび

オランダの国際オルガン・アカデミーの講師としても活動している。 

現在、ソウル神学大学オルガン専攻教授および石南中央教会オルガニストを務めている。 

礼拝やコンサートなどの情報は、公式 X（旧 Twitter）

やホームページでお知らせしています。 

ホームページ 

今年度開催したチャペルコンサートの動画をチャペル

公式 YouTube チャンネルで配信しています。2026 年

3月末までの期間限定配信です。 


